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第 1章 調査の概要 

 

1-1 調査目的 

中山間地域や島嶼部を中心に高齢化や若年層の流出等により、農業、漁業等の地域産業の

担い手不足が顕在化し、地域単独で活力を維持することが困難な状況となっている中国圏に

おいて、地域相互の長所、短所を補完し合う効率的、効果的な交流連携により、地域の持続

的な発展をもたらすとともに、地域の活性化を図ることが必要である。 

本業務は、瀬戸内海において島嶼部における交流連携を行う上で、島嶼部の地域経済に必

要不可欠な海上交通を踏まえた現状及び課題を整理するとともに、海上交通を活用した新た

な交流連携方策を検討するものである。 

 

1-2 調査期間 

(自)平成 21 年 12 月 10 日 

(至)平成 22 年 3 月 26 日 

 

1-3 調査内容 

本調査の内容及び数量は下表のとおりである。 

 

表- 1 調査内容及び数量 

業務名称 業務内容 単位 数量 摘要 

島嶼部における新たな交流連携方策検討業務    

計画・準備 式 １  計画・準備 

事前協議 式 １  

島嶼部における交流連携を行う上での現状把握及

び課題の整理 

式 １  

島嶼部における新たな交流を行う上での連携方策

の検討 

式 １  

社会実験等の実施 式 １  

検討会の実施 式 １  

調査・検討 

島嶼部における新たな交流連携による方策の提案 式 １  

業務完成図書 業務完成図書作成 式 １  

中間報告 式 １  報告 

最終報告 式 １  
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1-4 調査・検討のフロー 

本調査の調査・検討の手順は下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1 業務実施フロー 

 

 
 

計  画  準  備 

打合せ協議

業務完了 

打合せ協議

 

島嶼部における交流連携を行う上での現状及び課題の抽出 

報告書作成 

島嶼部における新たな交流を行う上での連携方策の検討 

打合せ協議

社会実験等の実施 

島嶼部における新たな交流連携による方策の提案 

 

検討会の実施（第１回） 

 

検討会の実施（第２回） 
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第 2章 島嶼部における交流連携を行う上での現状把握及び課題の整理 

 

2-1 島嶼部における交流連携を行う上での現状把握 

 

広辞苑によると、『交流』とは、『ちがった系統のものが互いに入りまじること。また、

入りまじらせること。』とある。 

また、『連携』とは、『互いに連絡をとり合って物事を行う。』とあり、『つながって次

に及ぶこと。つらなりつながること。つらねつなぐこと。また、そのつながり。』とある『連

係』とは使い方を分けている。これは、人間の意志の存在を感じる『連携』と、単なる物事

の状態を表す『連係』との違いと考えることができる。 

この点を踏まえると、『島嶼部における交流』とは、『瀬戸内海の島嶼部における固有の

自然、歴史、文化、或いは人との接点を求めて人々が活動している状態』と定義付けられ、

このような人々の活動を支えているのは、島固有の『交流・連携機能施設』や、島の人々の

活力が興した『交流・連携イベント』といった魅力資源と、その資源に至り、或いは、資源

間を繋ぐ『アクセス条件』であると考える。 

以上を踏まえ、島嶼部における交流連携を支える『交流・連携機能施設』『交流・連携イ

ベント』『アクセス条件』の現状について把握する。 

 

なお、本調査の検討対象地域については、次のような考え方によって設定する。 

瀬戸内海には大小あわせて約3,000もの島があり、無人島や周囲数メートルしかない小さな

島も存在する。 

このうち、有人島あるいは季節的に居住または観光等で人々が訪れる島々は167ほどある。 

これら有人島のうち、海上交通によって本土と繋がり、且つ、交流連携を支える島民規模

を一定以上（1,000人以上）有する島々（20）を検討対象とする。 
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図- 2 検討対象地域

広島湾 
安芸灘 

山口県 

しまなみ

岡山県西部・福山

岡山県東部 

※「江田島」は、江田島、東能美島、西能美島を示す。 
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2-1-1 交流・連携機能施設の現状 

 

各自治体の観光関連ホームページで発信される、観光地、みなとオアシス等の交流・連

携機能施設について把握する。 

 

（１）自然を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

『自然』を魅力テーマとする施設の現状は、次のとおり。 

 

◇広島湾地域の江田島、しまなみ地域の大三島、山口県地域の屋代島を始め、多くの島々

で魅力資源が発信されているものの、特徴的な資源集積は見られない。 

◇江田島では、創造の森 森林公園（砲台山）、古鷹山、真道山千本桜、真道山展望台、

陀峯パノラマ展望台など、ハイキングや森林浴をテーマとする施設を中心に紹介され

ている。 

◇大三島では、多々羅展望台、立石展望台、大三島橋、鼻栗瀬戸展望台など、多島美の

眺望をテーマとする施設を中心に紹介されている。 

◇屋代島では、四つ小島、仕合わせ祈願コース、立岩、巌門など、特徴的な自然資源を

テーマとする施設を中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 3 自然を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

屋代島：9箇所 

長島：2箇所 

厳島：5箇所

大島：4箇所

伯方島：2箇所

似島：3箇所 

江田島：9箇所 

倉橋島：2箇所

大崎下島：1箇所

大崎上島：3箇所

大三島：9箇所

生口島：4箇所

因島：3箇所

向島：1箇所

岩城島：1箇所

北木島：1箇所 

小豆島：6箇所

生名島：1箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（２）歴史を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

『歴史』を魅力テーマとする施設の現状は、次のとおり。 

 

◇山口県地域の屋代島、広島湾地域の厳島を始め、多くの島々で魅力資源が発信されて

いる中、特に、屋代島、広島湾地域、しまなみ地域での資源集積が特徴的である。 

◇屋代島では、八田山公園と明治維新戦死者の墓碑、明治百年記念公園、四境の役砲撃

戦跡（浄西寺）、シーボルト上陸記念碑など、江戸後期～明治をテーマとする施設を

中心に紹介されている。 

◇厳島では、厳島神社、大鳥居、五重塔、豊国神社（千畳閣）、多宝塔、大元神社など、

世界に誇る歴史的な建造物をテーマとする施設を中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 4 歴史を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

屋代島：29 箇所

長島：2箇所 

厳島：13 箇所

大島：7箇所

伯方島：4箇所

似島：2箇所 

江田島：8箇所 

倉橋島：6箇所

大崎下島：4箇所

大崎上島：3箇所

大三島：7箇所

生口島：7箇所

因島：6箇所

向島：1箇所

弓削島：1箇所

岩城島：1箇所

小豆島：4箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（３）文化を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

『文化』を魅力テーマとする施設の現状は、次のとおり。 

 

◇岡山県東部地域の直島や小豆島を始め、多くの島々で数少ないながらも魅力資源が発

信されている中、特に、直島の資源集積が特徴的である。 

◇直島では、ベネッセハウス・ミュージアム、石橋、はいしゃ、碁会所、角屋、護王神

社、南寺、地中美術館など、現代美術をテーマとする施設を中心に紹介されている。 

◇小豆島では、二十四の瞳映画村、岬の分教場、壺井栄文学碑、壺井繁治詩碑、黒島伝

治文学碑など、日本文学をテーマとする施設を中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 5 文化を魅力テーマとする交流・連携機能施設 

屋代島：5箇所 

厳島：1箇所

大島：1箇所

江田島：1箇所 

倉橋島：1箇所

大崎下島：1箇所

大崎上島：2箇所

大三島：5箇所

生口島：4箇所

因島：1箇所

向島：1箇所

弓削島：1箇所

小豆島：7箇所

直島：10 箇所 

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（４）レクリエーションを魅力テーマとする交流・連携機能施設 

『レクリエーション』を魅力テーマとする施設の現状は、次のとおり。 

 

◇広島湾地域の江田島、山口県地域の屋代島、しまなみ地域の大三島を始め、多くの島々

で魅力資源が発信されている中、特に、江田島やしまなみ地域の資源集積が特徴的で

ある。 

◇江田島では、ヒューマンビーチ長瀬、長浜海岸、入鹿海岸、長瀬釣り場施設など、海

水浴や釣りをテーマとする施設を中心に、温浴施設、地元特産品の物販・飲食施設も

紹介されている。 

◇屋代島では、逗子ヶ浜海水浴場・青少年旅行村、片添ヶ浜海水浴場・キャンプ場、ビ

ー玉海岸、庄南ビーチ、陸奥野営場・陸奥海水浴場など、海水浴やキャンプをテーマ

とする施設を中心に、温浴施設も紹介されている。 

◇大三島では、盛キャンプ場、多々羅キャンプ場、安神山わくわくパーク、台海水浴場・

台キャンプ場、大三島少年自然の家～ミロアール・ヴィラージュ～、大三島ふるさと

憩の家など、キャンプや野外体験をテーマとする施設を中心に、温浴施設も紹介され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 6 レクリエーションを魅力テーマとする交流・連携機能施設 

屋代島：12 箇所

長島：3箇所 

厳島：2箇所

大島：6箇所

伯方島：7箇所

似島：1箇所 

江田島：15 箇所

倉橋島：4箇所

大崎下島：3箇所

大崎上島：6箇所

大三島：10 箇所

生口島：3箇所

因島：5箇所

向島：5箇所

弓削島：3箇所

岩城島：1箇所

北木島：2箇所 

小豆島：6箇所

直島：4箇所 

生名島：2箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 



島嶼部における新たな交流連携方策検討業務 

 

 

 

9 

表- 2 瀬戸内海の島嶼部における交流・連携機能施設 
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2-1-2 交流・連携イベントの現状 

 

各自治体の観光関連ホームページで発信される、伝統行事やお祭り等の交流・連携イベ

ントについて把握する。 

 

（１）自然を魅力テーマとする交流・連携イベント 

『自然』を魅力テーマとするイベントの現状は、次のとおり。 

 

◇広島湾地域の江田島、しまなみ地域の因島を始め、僅かながら魅力資源が発信されて

いるものの、特徴的な資源集積は見られない。 

◇江田島では、桜まつり、観光さつき祭など、花見をテーマとしたイベントを中心に紹

介されている。 

◇因島では、しまなみ自然観察会、ヒマラヤザクラ（秋咲き性サクラ）見学など、自然

観察をテーマとしたイベントを中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 7 自然を魅力テーマとする交流・連携イベント 

江田島：2箇所 

因島：2箇所
直島：1箇所 

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（２）歴史を魅力テーマとする交流・連携イベント 

『歴史』を魅力テーマとするイベントの現状は、次のとおり。 

 

◇しまなみ地域の因島や大島を始め、僅かながら魅力資源が発信されているものの、特

徴的な資源集積は見られない。 

◇因島では、因島水軍まつり（島祭り）、因島水軍まつり（火祭り・水祭り）、因島水

軍ヨットレース、宮島さん協賛いんのしま水軍花火大会、水軍の小早体験など、水軍

をテーマとしたイベントを中心に紹介されている。 

◇大島では、潮流体験、水軍レース大会、能島水軍弓道大会など、水軍をテーマとした

イベントを中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 8 歴史を魅力テーマとする交流・連携イベント 

大島：4箇所

伯方島：1箇所

江田島：1箇所 

倉橋島：1箇所

大三島：1箇所

生口島：1箇所

因島：7箇所

弓削島：1箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（３）文化を魅力テーマとする交流・連携イベント 

『文化』を魅力テーマとするイベントの現状は、次のとおり。 

 

◇広島湾地域の厳島を始め、多くの島々で魅力資源が発信されている中、特に、厳島の

資源集積が特徴的である。 

◇厳島では、火渡り式、管絃祭、萬燈会（宮島ローソクまつり）、たのもさん、宮島清

盛まつりなど、神事をテーマとしたイベントや、大鎧・白拍子着付体験、もみじ饅頭

手焼き体験、杓子造り体験など、体験をテーマとしたイベントを中心に紹介されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 9 文化を魅力テーマとする交流・連携イベント 

長島：2箇所 

厳島：15 箇所 

大島：3箇所

伯方島：6箇所

江田島：7箇所 

倉橋島：2箇所

大崎上島：1箇所

大三島：5箇所

生口島：5箇所

因島：1箇所

向島：1箇所

弓削島：4箇所

岩城島：1箇所

北木島：1箇所 

小豆島：7箇所

直島：1箇所 

生名島：3箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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（４）レクリエーションを魅力テーマとする交流・連携イベント 

『レクリエーション』を魅力テーマとするイベントの現状は、次のとおり。 

 

◇岡山県東部地域の小豆島、しまなみ地域の大三島を始め、多くの島々で数多くの魅力

資源が発信されている中、岡山県東部地域、しまなみ地域の資源集積が特徴的である。 

◇小豆島では、オリーブ公園 ～夜桜～、オリーブフェア・ハーブフェア、小豆島オリ

ーブマラソン全国大会など、オリーブをテーマとしたイベンントを中心に、ガイドツ

アーや体験イベントも紹介されている。 

◇大三島では、みかん狩り、ジュースづくり・ジャムづくり・餅つき、島のくらし体験、

有機栽培基礎講座及び農業体験、アスパラ収穫・出荷準備体験、沖で魚釣り体験・カ

キ打ち体験など、体験をテーマとするイベントを中心に紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 10 レクリエーションを魅力テーマとする交流・連携イベント 

屋代島：5箇所 

長島：3箇所 

厳島：1箇所

大島：12 箇所

伯方島：10 箇所

似島：1箇所 

江田島：8箇所 

大崎下島：1箇所

大崎上島：3箇所

大三島：19 箇所

生口島：5箇所

因島：7箇所

向島：5箇所

弓削島：10 箇所

岩城島：13 箇所

小豆島：27 箇所

直島：13 箇所 

生名島：4箇所

凡例 

■：検討対象（中国地方） 

■：検討対象（四国地方） 

●：魅力資源 
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表- 3 瀬戸内海の島嶼部における交流・連携イベント 
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2-1-3 アクセス機能の現状 

 

本土－島嶼部間及び島内のアクセス条件について把握する。 

 

（１）本土－島嶼部間のアクセス条件 

本土－島嶼部間の海上交通や架橋の状況をみると、海上交通乗客数が比較的多い島のう

ち、乗客数が大きく増加している厳島は世界遺産登録の影響などが考えられる一方で、大

きく減少している向島・因島・生口島では高速道路割引の影響などが考えられる。 

 

表- 4 本土－島嶼部間のアクセス条件 

エリア 島 フェリー 客船 H15→H20 H20年度

山口県 屋代島 20,973人 4便/日 12便/日 ↑↑ ～30万人 有 大島大橋 1 橋

山口県 長島 1,923人 － 3便/日 ↓ ～30万人 有 上関大橋 1 橋

広島湾 江田島 27,843人 85便/日 68便/日 ↓ 60万人～ 有 音戸大橋・早瀬大橋 2 橋

広島湾 倉橋島 20,135人 － 頻繁 ↑↑ ～30万人 有 音戸大橋 1 橋

広島湾 似島 1,074人 13便/日 10便/日 ↑
30万～
60万人

－ －

広島湾 厳島 1,857人 ↑↑ 60万人～ － －

安芸灘 大崎下島 2,897人 － 5便/日 ↓↓ ～30万人 有
安芸灘大橋・蒲刈大橋
豊島大橋・豊浜大橋

4 橋

安芸灘 大崎上島 9,123人 55便/日 5便/日 ↓ 60万人～ － －

しまなみ 向島 24,551人 頻繁 7～15分毎 ↓↓ 60万人～ 有 尾道大橋 1 橋

しまなみ 因島 26,064人 ↓↓ 60万人～ 有 新尾道大橋・因島大橋 2 橋

しまなみ 生口島 8,410人 79便/日 32便/日 ↓↓ 60万人～ 有 新尾道大橋・因島大橋・生口橋 3 橋

しまなみ 大三島 3,648人 11便/日 － ↓↓ ～30万人 有
新尾道大橋・因島大橋
生口橋・多々良大橋

4 橋

しまなみ 伯方島 7,338人 － － － － 有
新尾道大橋・因島大橋・生口橋

多々良大橋・大三島橋
5 橋

しまなみ 大島 7,648人 － － － － 有
新尾道大橋・因島大橋・生口橋

多々良大橋・大三島橋・伯方大島大橋
6 橋

しまなみ 生名島 2,124人 ↓
30万～
60万人

－ －

しまなみ 弓削島 3,189人 30便/日 － ↓ ～30万人 － －

しまなみ 岩城島 2,289人 48便/日 － ↓
30万～
60万人

－ －

岡山県西
部・福山

北木島 1,222人 12便/日 － ↓↓ ～30万人 － －

岡山県東部 直島 3,476人 － 14便/日 ↑ ～30万人 － －

岡山県東部 小豆島 32,432人 18便/日 － ↑
30万～
60万人

－ －

出典：離島統計年報2008、住民基本台帳

人口

140便/日

114便/日

18便/日

架橋

年間乗客数

 
※「－」は無しを表す。 

※年間乗客数の「H15→H20」欄の表記は、H15 から H20 の増加率を示す。 

↑↑：120％以上  ↑：100％～120％  ↓：80％～100％  ↓↓：80％以下 
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表- 5 瀬戸内海の海上交通（定期旅客航路）の状況 
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（２）島内のアクセス条件 

各自治体の観光関連ホームページで発信される、島内のアクセス条件の状況は、次のと

おり。 

 

表- 6 島内のアクセス条件 

最寄の都市

（　）内はH20観光客数 フェリー 客船 橋 バス
レンタ

サイクル
乗合

タクシー
人力車

ロープ
ウエー

山口県 屋代島 20,973人
岩国市

（3,312千人） ◎ ○ ◎ ● － ● － －

山口県 長島 1,923人
岩国市

（3,312千人） － ◎ ◎ ● － － － －

広島湾 江田島 27,843人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ ◎ ● － － － －

広島湾 倉橋島 20,135人
広島市

（11,501千人） ○ ◎ ◎ ● － － － －

広島湾 似島 1,074人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ － － － － － －

広島湾 厳島 1,857人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ － － ● ● ● ●

安芸灘 大崎下島 2,897人
呉市

（4,338千人） － ◎ ◎ － － － － －

安芸灘 大崎上島 9,123人
呉市

（4,338千人） ◎ ◎ － ● － － － －

しまなみ 向島 24,551人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ● － － －

しまなみ 因島 26,064人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ● － － －

しまなみ 生口島 8,410人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ● － － －

しまなみ 大三島 3,648人
尾道市

（5,421千人） ◎ － ◎ ● ● － － －

しまなみ 伯方島 7,338人
尾道市

（5,421千人） － － ◎ ● ● － － －

しまなみ 大島 7,648人
尾道市

（5,421千人） － － ◎ ● ● － － －

しまなみ 生名島 2,124人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ － － － － － －

しまなみ 弓削島 3,189人
尾道市

（5,421千人） ○ ◎ － ● － － － －

しまなみ 岩城島 2,289人
尾道市

（5,421千人） ○ － － － － － － －

岡山県西
部・福山

北木島 1,222人
福山市

（6,228千人） ◎ ◎ － － － － － －

岡山県東部 直島 3,476人
倉敷市

（6,242千人） ◎ － － ● ● － － －

岡山県東部 小豆島 32,432人
岡山市

（4,510千人） ◎ － － ● ● － － ●

出典：離島統計年報2008、住民基本台帳
各県の観光動態調査(H20)　　　　　

海上

最寄都市からのアクセス

エリア 島 人口

島内のアクセス

陸上

 

※「◎」は単独の手段でアクセス可能、「○」は他の手段と組み合わせてアクセス可能を表す。 

「●」は移動手段有りを表す。 

「－」は無しを表す。 
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表- 7 瀬戸内海の島嶼部における島内のアクセス手段 
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2-1-4 現状把握のまとめ 

海上交通によって本土と繋がり、且つ、交流連携を支える島民規模を一定以上（1,000人以上）有する島々を検討対象とした現状把握の結果は、次のとおり。なお、各地域ごとの拡大図を図- 12～図- 17に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 11 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（全体） 

広島湾 
安芸灘 

山口県 

しまなみ

岡山県西部・福山

岡山県東部 



島嶼部における新たな交流連携方策検討業務 

 

 

 

58 

 

図- 12 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（山口県） 
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図- 13 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（広島湾） 
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図- 14 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（安芸灘） 
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図- 15 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（しまなみ）
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図- 16 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（岡山県西部・福山）
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図- 17 瀬戸内海の島嶼部における交流を支える機能の現状（岡山県東部）
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2-2 島嶼部における交流連携を行う上での課題整理 

 

ここまでの現状把握の結果を踏まえて、瀬戸内海の島嶼部における交流連携を推進するた

めの課題を整理する。 

なお、交流連携を推進するための課題は、それぞれの島によって異なるものと考えられる

ことから、ここでは、交流・連携機能施設や交流・連携イベントの掘り起こし状況や、本土

－島嶼部間のアクセス条件を比較することによって島々をグルーピングし、それぞれのグル

ープが抱える課題を抽出する。 

 

2-2-1 交流・連携施設及び交流・連携イベントの面からみた課題抽出 

 

瀬戸内海の島嶼部における『交流・連携施設』及び『交流・連携イベント』の発掘・発

信状況について分析し、課題を抽出する。 

分析方法は、島ごとの交流・連携施設及び交流・連携イベントの発掘・発信数によりポ

イントを加算し、そのポイントの加算結果に基づきグルーピングを行う。 

 

表- 8 ポイント加算の考え方 

分類方法 加算ポイント 

交流・連携機能施設（交流・連携イベント）の数が １～ ５ １ポイント 

交流・連携機能施設（交流・連携イベント）の数が ６～１０ ２ポイント 

交流・連携機能施設（交流・連携イベント）の数が１１～１５ ３ポイント 

交流・連携機能施設（交流・連携イベント）の数が１６～ ４ポイント 

 

グルーピングは、自然・歴史・文化・レクリエーションといった多様な施設を発掘・発

信している島々を５ポイント以上とし、多様或いは特徴的なイベントを数多く開催してい

る島々を４ポイント以上として、分類する。 

 

表- 9 グルーピングの考え方 

分類方法 グループ 

発掘・発信されている施設・イベントが、数多い 

（施設ポイント５以上、イベントポイント４以上） 

グループ１ 

発掘・発信されているイベントが、数多い 

（施設ポイント５以上、イベントポイント４未満） 

グループ２ 

発掘・発信されている施設が、数多い 

（施設ポイント５未満、イベントポイント４以上） 

グループ３ 

発掘・発信されている施設・イベントが、比較的少ない 

（施設ポイント５未満、イベントポイント４未満） 

グループ４ 
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ポイント加算の結果は、次のとおり。 

 

表- 10 ポイント加算の結果 

自然 歴史 文化 レク 自然 歴史 文化 レク

山口県 屋代島 20,973人 9 29 5 12 10 0 0 0 5 1

山口県 長島 1,923人 2 2 0 3 3 0 0 2 3 2

広島湾 江田島 27,843人 9 8 1 15 8 2 1 7 8 6

広島湾 倉橋島 20,135人 2 6 1 4 5 0 1 2 0 2

広島湾 似島 1,074人 3 2 0 1 3 0 0 0 1 1

広島湾 厳島 1,857人 5 13 1 2 6 0 0 15 1 4

安芸灘 大崎下島 2,897人 1 4 1 3 4 0 0 0 1 1

安芸灘 大崎上島 9,123人 3 3 2 6 5 0 0 1 3 2

しまなみ 向島 24,551人 1 1 1 5 4 0 0 1 5 2

しまなみ 因島 26,064人 3 6 1 5 5 2 7 1 7 6

しまなみ 生口島 8,410人 4 7 4 3 5 0 1 5 5 3

しまなみ 大三島 3,648人 9 7 5 10 7 0 1 5 19 6

しまなみ 伯方島 7,338人 2 4 0 7 4 0 1 6 10 5

しまなみ 大島 7,648人 4 7 1 6 6 0 4 3 12 5

しまなみ 生名島 2,124人 1 0 0 2 2 0 0 3 4 2

しまなみ 弓削島 3,189人 0 1 1 3 3 0 1 4 10 4

しまなみ 岩城島 2,289人 1 1 0 1 3 0 0 1 13 4

岡山県西
部・福山

北木島 1,222人 1 0 0 2 2 0 0 1 0 1

岡山県東部 直島 3,476人 0 0 10 4 3 1 0 1 13 5

岡山県東部 小豆島 32,432人 6 4 7 6 7 0 0 7 27 6

出典：離島統計年報2008、住民基本台帳

交流・連携機能施設 交流・連携イベント

エリア 島 人口 施設の数 イベントの数
ﾎﾟｲﾝﾄ ﾎﾟｲﾝﾄ
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グルーピングの結果は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 18 グルーピングの結果 

 

　　グループ３ 　　グループ１

16
15
14
13
12

11

10 ●

9

8 ●

7 ●

6 ● ●

5 ● ● ●

4 ● ● ●

3 ● ● ● ●

2 ● ●

1 　　グループ４ 　　グループ２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

イベントポイント

江田島

似島

生口島

伯方島

大島

生名島

施設ポイント

大崎下島

北木島

屋代島

直島長島

厳島

向島

因島

大三島、小豆島

倉橋島、
大崎上島

弓削島、
岩城島
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以上の分析結果を踏まえて、瀬戸内海の島嶼部において交流連携を推進していくための

課題を抽出する。 

 

◇グループ１には、広島湾地域の江田島・厳島、しまなみ地域の大三島・因島・大島、

岡山県東部地域の小豆島が属する結果となった。これらの島々は、多様な施設を数多

く掘り起こしている。さらに、江田島・因島のように多彩なイベントを数多く開催す

ることによって、或いは、厳島・大三島・大島・小豆島のようにあるテーマに特化し

たイベントを数多く開催することによって、来訪者を募っている島々であるといえる。 

このように、既に高い集客力を備えていると考えられるこれらの島々が、今後さらな

る交流連携を推進するためには、その高い集客力を活かして、瀬戸内海の島々を代表

する交流の核としての役割を果たしていくことが必要であると考える。 

 

◇グループ２には、しまなみ地域の伯方島・弓削島・岩城島、岡山県東部地域の直島が

属する結果となった。これらの島々は、掘り起こした施設の数は比較的少ないものの、

いずれも、あるテーマに特化したイベントを数多く開催することによって、来訪者を

募っている島々であるといえる。 

このように、活力ある島民によって限られた資源が最大限活用されていると考えられ

るこれらの島々が、今後さらなる交流連携を推進するためには、その高い原動力を活

かして、瀬戸内海の島々を結び付ける取り組みを牽引していくことが必要であると考

える。 

 

◇グループ３には、しまなみ地域の生口島、広島湾地域の倉橋島、安芸灘地域の大崎上

島、山口県地域の屋代島が属する結果となった。これらの島々は、多様な施設を数多

く掘り起こしているものの、開催されているイベントの数は比較的少ないことから、

島固有の魅力資源の更なる発掘・発信を進める余地がある島々であるといえる。 

このように、高い集客ポテンシャルを秘めていると考えられるこれらの島々が、今後

交流連携の基盤づくりを進めるためには、新たな魅力資源を掘り起こし、集客のポテ

ンシャルを引き出していくことが必要であると考える。 

 

◇グループ４に属するその他の島々は、保有している施設の数は比較的少なく、開催さ

れているイベントの数も比較的少ない。 

このように、島単独での交流連携の推進に向けた取り組みに限界があると考えられる

これらの島々は、集客力の高い周囲の島々と一体となって相乗効果を発揮していくこ

とが必要であると考える。 
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2-2-2 アクセス機能の面からみた課題抽出 

 

本土－島嶼部間のアクセス条件や海上交通の利用状況を、先のグルーピング結果とクロ

ス分析し、課題を抽出する。 

なお、本土－島嶼部間のアクセス条件については、最寄りの主要観光都市（年間300万人

以上）からの移動を想定した場合とする。ただし、廿日市市の観光客数の大半は厳島への

来訪者であることから、厳島の最寄りの主要観光都市は広島市とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各県の観光動態調査 

図- 19 瀬戸内海沿岸都市の集客状況 
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表- 11 アクセス条件 

最寄の都市

（　）内はH20観光客数 フェリー 客船 橋 バス
レンタ

サイクル

山口県 屋代島 20,973人
岩国市

（3,312千人） ◎ ○ ◎ ● －

山口県 長島 1,923人
岩国市

（3,312千人） － ◎ ◎ ● －

広島湾 江田島 27,843人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ ◎ ● －

広島湾 倉橋島 20,135人
広島市

（11,501千人） ○ ◎ ◎ ● －

広島湾 似島 1,074人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ － － －

広島湾 厳島 1,857人
広島市

（11,501千人） ◎ ◎ － － ●

安芸灘 大崎下島 2,897人
呉市

（4,338千人） － ◎ ◎ － －

安芸灘 大崎上島 9,123人
呉市

（4,338千人） ◎ ◎ － ● －

しまなみ 向島 24,551人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ●

しまなみ 因島 26,064人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ●

しまなみ 生口島 8,410人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ ◎ ● ●

しまなみ 大三島 3,648人
尾道市

（5,421千人） ◎ － ◎ ● ●

しまなみ 伯方島 7,338人
尾道市

（5,421千人） － － ◎ ● ●

しまなみ 大島 7,648人
尾道市

（5,421千人） － － ◎ ● ●

しまなみ 生名島 2,124人
尾道市

（5,421千人） ◎ ◎ － － －

しまなみ 弓削島 3,189人
尾道市

（5,421千人） ○ ◎ － ● －

しまなみ 岩城島 2,289人
尾道市

（5,421千人） ○ － － － －

岡山県西
部・福山

北木島 1,222人
福山市

（6,228千人） ◎ ◎ － － －

岡山県東部 直島 3,476人
倉敷市

（6,242千人） ◎ － － ● ●

岡山県東部 小豆島 32,432人
岡山市

（4,510千人） ◎ － － ● ●

出典：離島統計年報2008、住民基本台帳
各県の観光動態調査(H20)　　　　　

島内のアクセス

陸上海上

最寄都市からのアクセス

エリア 島 人口

 
 
※「◎」は単独の手段でアクセス可能、「○」は他の手段と組み合わせてアクセス可能を表す。 

「●」は移動手段有りを表す。 

「－」は無しを表す。 
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本土－島嶼部間のアクセス条件とグルーピングの関係は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 20 アクセス条件とグルーピングの関係 

グループ１

● 小豆島 ● 江田島 ● 大三島

● 厳島 ● 因島 ● 大島

グループ２

● 直島 ● 岩城島 ● 伯方島

● 弓削島

グループ３

● 大崎上島 ● 生口島 ● 屋代島

● 倉橋島

グループ４

● 似島 ● 生名島 ● 向島 ● 長島

● 北木島 ● 大崎下島

グループ

アクセス条件
（船のみ）

アクセス条件
（橋or船）
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海上交通の利用状況とグルーピングの関係は、次のとおり。 

橋或いは船によってアクセス可能な島々と本土とをつなぐ海上交通の利用状況は、いず

れのグループにおいても、高い島と低い島に２極化する傾向にあり、一方、船のみでアク

セス可能な島々と本土とをつなげる海上交通の利用状況は、グループ１・３に属する島は

高く、グループ２・４に属する島は低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 21 海上交通利用者数とグルーピングの関係 

●：橋又は船でアクセス可
●：船のみでアクセス可
●：四国に属する島

グループ１

● 大島 ● 大三島 ● 江田島

● 因島

● 小豆島 ● 厳島

グループ２

● 伯方島

● 弓削島 ● 岩城島

● 直島

グループ３

● 倉橋島 ● 生口島

● 屋代島

● 大崎上島

グループ４

● 大崎下島 ● 向島

● 長島

● 北木島 ● 似島

● 生名島

中国地方本土との
定期航路無し

～30万人 30万人～60万人 60万人～

グループ

海上交通利用者
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以上の分析結果を踏まえて、瀬戸内海の島嶼部において交流連携を推進していくための

課題を抽出する。 

 

◇グループ１に属する島々の海上交通の利用状況は、本土からのアクセス条件の違いに

関らず、比較的高い結果であった。これらの島々は、島の人口規模が比較的小さい厳

島は観光利用によって、人口規模が比較的大きいその他の島々は生活利用によって、

海上交通が発達しているものと考えられる。 

このように、発達した海上交通によって本土と強く結ばれるこれらの島々が、今後さ

らなる交流連携を推進するためには、発達した海上交通を活かして、多くの人々が往

来する交通の結節地に新たな交流の拠点を形成していくことが必要であると考える。 

 

◇グループ２に属する島々の海上交通の利用状況は、船のみでアクセス可能な条件であ

るにも関らず、比較的低い結果であった。これらの島々は、島の人口規模が比較的小

さく、様々な島内イベントを掘り起こしながらも、島外からの来訪者は未だ少ないも

のと考えられる。 

このように、島外からの来訪者によって海上交通を維持している島々が、今後さらな

る交流連携を推進するためには、その高い原動力を活かして、瀬戸内海の島々をめぐ

る海上クルーズの企画・普及を進めていくことが必要であると考える。 

 

◇グループ３に属する島々の海上交通の利用状況は、大崎上島と生口島は比較的高く、

倉橋島・屋代島は比較的低い結果であった。生口島は、橋或いは船によってアクセス

可能で、人口規模が比較的小さいながらも、しまなみ地域の島々による観光促進に向

けた取り組みによって、海上交通が発達しているものと考えられる。 

このように、島外からの来訪者を拡大することによって海上交通が発達するポテンシ

ャルを有している島々が、今後さらなる活性を果たしていくためには、島の魅力を引

き出すとともに、島外からの来訪者のアクセス環境に新たな価値を付加していくこと

が必要であると考える。 

 

◇グループ４に属する島々の海上交通の利用状況は、向島以外の島々は比較的低い結果

であった。向島は、尾道との生活利用が主と考えられ、その他の島々も、人口規模が

比較的小さいことから、島単独での取り組みによって海上交通を維持していくことは

困難であると考えられる。 

このように、生活利用によって海上交通を維持している島々が、今後さらなる交流連

携を推進するためには、周囲の島々との連携によって、島々を結ぶネットワークの一

翼を担う基盤づくりを進めていくことが必要であると考える。 
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2-2-3 課題の整理 

 

瀬戸内海の島嶼部における交流連携を推進するための課題を、島ごとに保有する特性や

置かれた環境に応じたステップに整理する。 

瀬戸の島々が、これらの課題に取り組んでいくことにより、活力ある島々によって発掘・

発信された魅力がつらなり、島嶼部の地域底力が形成されていくものと考える。 

 

 

 

活

力

の

向

上 

魅力の向上

活力ある島々の魅力つらなる島嶼部の地域底力の形成(イメージ)

◇瀬戸内海の島々を代表する交流の核としての

役割を果たしていく 

◇多くの人々が往来する交通の結節地に新たな

交流の拠点を形成していく 

 

◇瀬戸内海の島々を結び付ける取り組みを牽引

していく 

◇瀬戸内海の島々をめぐる海上クルーズの企

画・普及を進めていく 

◇集客力の高い周囲の島々と一体となって相乗

効果を発揮していく 

◇島々を結ぶネットワークの一翼を担う基盤づ

くりを進めていく 

◇新たな魅力資源を掘り起こし、集客のポテンシ

ャルを引き出していく 

◇島外からの来訪者のアクセス環境に新たな価

値を付加していく 

 

 

 

 

図- 22 瀬戸内海の島嶼部における交流・連携の推進課題 


